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事業譲渡に関するお知らせ 

 

当社は、2022 年５月 25 日開催の取締役会において、当社が運営する E ラーニング事業及び LMS

サービスを株式会社ＯＤＫソリューションズ（以下、「ＯＤＫ」といいます。）に譲渡すること（以

下「本件事業譲渡」といいます。）を決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．本件事業譲渡の理由 

当社は、1997年の創業以来、インターネットを利用した学習管理システム LMS（Learning 

Management System）の開発提供、及び、Eラーニングコンテンツの製造販売により、ITエンジニ

アの研修育成と成長環境の提供を行い、IT業界が抱える「ITエンジニア不足」「持続可能な IT環

境の構築」といった社会課題の解決に取り組んでまいりました。 

しかし、創業から 20年以上が経過した現在、グローバル化、デジタル化、IT技術の高度化な

ど、当社の創業事業である Eラーニング事業を取り巻く環境は大きく変化しております。こうし

た変化を踏まえ、創業以来、延べ 2,000社・100万人以上の ITエンジニアのスキルアップやキャ

リア形成を支援させて頂いた当社の創業事業である Eラーニング事業について、この先わずかな

期間で安定的に事業継続できる蓋然性を常に念頭に置き、適切な事業投資と経営改善にとどめた

経営活動をして参りました。 

このような経営環境を踏まえ、当社は 2020年５月１日、アイスタディ株式会社から「株式会社

クシム」に商号変更をし、当社を取り巻く事業環境の変化が目まぐるしくも持続的な自己変革力

を有するプロフェッショナル集団として、社会に求められるサービスの創造に常にチャレンジし

続けております。 

また、当社は 2021年 12月 20日公表の「報告セグメントの変更に関するお知らせ」および「株

式会社クシムによるチューリンガム株式会社の完全子会社化に関する株式交換契約締結のお知ら

せ」に記載のとおり、Web3.0時代のパラダイム・シフトに備え次世代の成長分野と目されるブロ

ックチェーン分野に経営資源の投下を加速し、ブロックチェーン技術領域に立脚するサービスカ

 



 

ンパニーへと事業ドメインの転換を図る方針（「ブロックチェーンサービスカンパニー構想」）を

掲げ、Eラーニングやシステムエンジニアリングからブロックチェーンサービスに中核事業をシフ

トさせている最中であります。 

このような状況にある中、教育・金融・医療分野におけるデータビジネスを展開し、とりわけ

受験生の大半が利用する大学横断型受験ポータルサイト『ＵＣＡＲＯⓇ』を軸とした成長戦略を

推進するＯＤＫより、当社の Eラーニング事業及び LMSサービスの譲渡について打診を受け、慎

重に検討を重ねて参りました。 

その結果、上述のように、当社は高い成長率が見込まれるブロックチェーンサービスに経営資

源をより一層集中させ、子会社であるチューリンガムを通じてブロックチェーン技術や暗号技術

を用いた革新的なサービスの提供や、同事業分野のＭ＆Ａに注力することが、中長期的に当社の

企業価値向上に資するものと判断し、Eラーニング事業及び LMSサービスを譲渡することを決定い

たしました。 

譲渡先であるＯＤＫは、2023年で創業 60周年を迎え、「データに物語を。」のコーポレートメッ

セージのもとデータビジネスの推進を目指しており、これまでも機密性の高い顧客データを正確

に取り扱うことで信頼と実績を蓄積されて参りました。さらに、今後の 10年間でヒトとヒトを取

り巻くあらゆる情報やデータ（教育、金融、医療、その他）を有機的に結びつけ、ヒトが生涯に

渡って自身の成長や未来を切り開くことができる世界観の実現をテクノロジーによって支援する

長期戦略を掲げております。その点、当社が創業時よりサービス提供している Eラーニング事業

及び LMSサービスは、学習履歴や教育履歴といった顧客機密情報を取り扱う点は同様であり、現

在の取引先についても、円滑な移行が可能であると判断しております。また、同社の長期戦略の

目指す世界観に当社の Eラーニング事業及び LMSサービスがビルドインされることで、当社の事

業環境下では成し得なかった新たな価値が創造されることを期待しております。 

 

２．事業譲渡の概要 

（１） 対象事業の内容 

当社（単体）の Eラーニング事業及び LMSサービス 

 

（２） 対象事業の経営成績（2021年 10月期） 

 対象事業（a） 2021 年 10 月期連結実績（b） 比率(a/b) 

売  上 239百万円 1,621百万円 14.7% 

営業利益 58百万円 ▲134百万円 − 

（注） 2021年 6月 30日付で廃止済みのビデオ収録・映像配信事業による売上は、 

 廃止済みであり対象事業に含まれない理由から上記の売上高にも含めておりません。 

 

（３） 対象事業の資産、負債項目及び金額（2021年 10月期） 

資  産 負  債 

項  目 帳簿価額 項  目 帳簿価額 

流動資産 14 百万円 流動負債 56 百万円 

固定資産 73 百万円   

合  計 87 百万円 合  計 56 百万円 



 

 

（４） 譲渡価額及び決済方法 

譲渡価額 180百万円 

決済方法 現金決済 

 

３．本件事業譲渡の相手先（ＯＤＫ）の概要 

（１）  名称 株式会社ＯＤＫソリューションズ 

（２）  所在地 大阪市中央区道修町１丁目６番７号 

（３）  代表者の役職・氏名 代表取締役社長 勝根 秀和 

（４）  事業内容 情報処理アウトソーシングサービス、ソフトウェアの開発

及び販売、情報提供サービス 

（５）  資本金 637百万円 

（2022年３月 31日現在） 

（６）  設立年月日 1963年４月１日 

（７）  連結純資産 5,735百万円 

（2022年３月 31日現在） 

（８）  連結総資産 8,030百万円 

（2022年３月 31日現在） 

（９）  大株主及び持株比率 

（2021年３月 31日時点） 

株式会社学研ホールディングス 

株式会社ファルコホールディングス 

16.46% 

10.36% 

（１０）  上場会社と当該会社との間の関係  

 資本関係 該当事項はありません。 

 人的関係 該当事項はありません。 

 取引関係 該当事項はありません。 

 関連当事者への該当状況 該当事項はありません。 

 

４．日程 

（１） 取締役会決議日 2022年５月 25日 

（２） 事業譲渡契約締結日 2022年５月 31日（予定） 

（３） 事業譲渡実行日 2022年７月１日（予定） 

（注） 本件事業譲渡は、会社法第 467条第１項各号の規定に該当しない事業譲渡であるため 

 当社株主総会の決議を要しません。 

 

５．今後の見通し 

本件事業譲渡に伴い、2022年 10月期の連結業績において特別利益を計上する見込みですが、そ

の金額については確定次第速やかに開示いたします。また、本件事業譲渡が予定通り効力発生し

た場合、効力発生後に発生する当該事業による収益は当社連結業績の範囲から除外され、その影

響については現在精査中であり、2022年６月に予定している 2022年 10月期第２四半期の決算発

表の際に公表予定です。 

以上 


